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近世安芸国 ・備後国における貨幣流通
浦 長 瀬 隆
これ まで近世の東北 ・九州 ・防長地方の貨幣使用 につ いて,1720年代,1740年代,
1770～1780年代 に共通 して貨幣使用に変化が生 じていることが明らかになっている。
本稿ではこの ような変化が安芸国 ・備後 国の広島藩領を中心 とした地域で も生 じて
いるかどうかを検討 した。その結果,一 部の地域で,1740年代 と1780年代 に銀の使
用が増加 していることが明 らかになった。 しか し,こ の地域はおおむね貨幣流通が
進展 し,銀 の使用が支配的な地域が多 く,ま た銭匁遣いを含めて銭の使用がみられ
ない。 どちらか というと畿内 ・東海 ・関東地方などの先進地帯 に近い貨幣使用の状
況であった。
キーワー ド 貨幣,近 世,安 芸国,備 後国
1は じ め に
本稿は近世における安芸国と備後国の貨幣使用の実態を明 らかにしようとするものである。
本稿 で事例 として取 り上げる地域はほとんどが広島藩領である。
1}2)3)
拙稿ではすでに東北地方,九 州地方,防 長地方における貨幣使用の変化を分析 した。その
結果,1720年代,1740年代,1770・-1780年代に銀か ら銭,米 か ら銭などの変化が生 じていた
ことが明 らかになっている。 また,九州地方 と防長地方では銭匁遣いがみられ,し かも1740
年代か ら銭匁相場が固定 していることが判明している。このような近世中期 における貨幣使
用の変化は,畿 内や東海地方,関 東地方など先進地帯ではみられず,東 北地方や九州地方,
防長地方など遠隔地でみちれる現象である。本稿では安芸国 ・備後国で もこのような現象が
生 じているかどうかを検討することを目的としている。
この地域は,元 和5(1619)年浅野氏が安芸国一国と備後国半国42万6000石を領有 し,そ
の後多少の変動はあ りながらも明治にいたっている。本稿で取 り上げる地域はほとんどがこ
の広島藩領である。
資料 は庄屋文書中の土地売渡 し証文である。取引対象は田 ・畑 ・屋敷が中心で山林なども
含 まれる。買主は大部分が庄屋であり,売主はその地方の農民である。取引は永代売 りだけ
ではな く,年季売 りや質地貸借 も含 まれる。これらの証文にみられる取引手段を地域 ごとに,
第190巻 第3号
表1広 島市安佐北区(件)
銀 銀札 金 金と銀
1701～1710
1711～1720 1
1721～1730
1731～1740
1741～1750 1
1751-1760
1761～1770
1771～1780
1781～1790 1
1791～1800 1
1801～1810
1811～1820 1
1821～1830 2
1831～1840 1
1841～1850 4 1
1851～1860 1 14 1
1861～1868 5 5
[史料]永井家文書39点(広島県立文書館寄託)
種類別,年 代別にみることにする。 したがって,こ こでは農民(但 し,高持百姓)の 高額取
引にどのような取引手段が使用 されていたのかをみ ることになる。
2安 芸国における貨幣流通
本節では安芸国の場合をみることにする。すでにのべ たように,安芸国は元和5年 か ら廃
藩置県 まで広 島藩浅野家42万6000石の支配地である。 したがって,こ こで取 り上げる事例は
すべて広島藩領の場合である。そこで,城 下町広島に比較的近い地域から順にみてい きたい。
4)
まず,現 在の広島市安佐北区可部(旧 安芸国高宮郡上中野村)の 永井家文書の場合 をみて
みたい。 この地域は現在は広島市内であるが,平 野部から山間部への入口に当り,城下町広
島の北に近接 している。近世 を通 じて藩の蔵入地であった。永井家は代々村の組頭 ・庄屋 を
つとめた家である。この永井家文書の中の土地売渡 し証文にみられる取引手段を種類別 ・年
代別に集計 したものが表1で ある。史料数が39点と少ないが,1710年代か ら幕末 までの貨幣
使用の実態 をみることがで きる。
この表によると,1710年代から1830年代にかけては,少 ない件数ではあるがすべて銀が使
用 されている。そしてその後 も,1860年代 まで銀の使用が続いている。銀札は1840年代に1
件み られ るだけである。1850年代 になると,金の使用がみ られるようにな り,1860年代 も継
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表2安 芸郡海田町(売渡証文)(件)
銭 銀 金
1791～1800 1 1
1801-1810 2
1811-1820
1821～1830 1
1831～1840 13
1841～1850 11 2
1851～1860 4
1861～1868 2
[史料]千葉家文書37点(広島県立文書
館寄託)
続 している。金の使用がこの時代か らみられるようになるのは,九州地方や防長地方 と共通
した現象である。金 と銀の併用 は1850年代に1件 み られるのみである。この金 と銀の併用は,
金8両 と銀10匁5分1厘が使われており,銀 は金に対 して少額貨幣 として使用されているこ
とがわかる。
以上,永 井家文書の場合をみたが,1840年代 までは銀の使用が支配的で,1840年代には1
件の銀札の使用がみられるが,1850年代以後,金 の使用が優位 になっていることがわかる。
また,銭 の使用はみ られない。
5)
次に千葉家文書の場合 をみてみよう。ここは現在の広島県安芸郡海田町(旧 安芸国安芸郡
海田市)で 広島市の東に隣接す る地域である。近世では広島藩の明知給地(家 禄百石以上の
藩士の給地)で,中 世からすでに陸上 ・海上交通の要衝であり,また西国街道の宿駅で もあっ
た。千葉家は酒造業の他,商 人 としての活動 もしているが,一 方で土地を集積 し,地主経営
をおこなっている。また,町 役や村役 をつ とめている。千葉家の場合は農民 ということはで
きないが,土 地 を主に農民か ら購入 しているので,取 引の相手は農民であり,ここでは農民
と土地の取引をしている地主の場合 として取 り上げたい。この千葉家文書の中の土地売渡 し
証文 にみ られる取引手段を種類別 ・年代別に整理 したものが表2で ある。史料は寛政年間以
後,す なわち1790年代以後の もの しか残 されていないので,主 に19世紀の貨幣使用の状況を
みることになる。
この表 によれば,1790年代に1件 だけ銭の取引がみられる。これは寛政12(1800)年に畠
6畝9歩 を銭850文で購入 している取引で,金額が比較的少額 なので銭で支払った可能性があ
る。1790年代か ら1840年代 にかけては銀の使用が支配的になっている。そ して,1850年代以
後は銀の使用はみられな くなっている。金の使用は1840年代 に登場 し,1850年代以後,支 配
的になっている。1840年代の2件 の金使用は天保13(1842)年の正金75両,天保14(1843>
第190巻 第3号
表3安 芸郡海田町(借用証文)(件)
銀札 金
1811-1820
1821～1830
1831～1840 2
1841～1850 7 1
1851～1860 3
1861～1868
[史料]千葉家文書13点(広島県立文書
館寄託)
年の金155両であるが,天保13年では代銀50貫目の後,正金75両と記 されており,天保14年も
代銀100貫目の後,金155両と記されている。すなわち,一旦銀価格を表示 した後,金 価格 に
換算 してお り,このような表現は貨幣使用の変化の時期によくみられるものである。したがっ
て,こ の時期 に金の使用が始まったとみることができる。
なお,千 葉家文書の場合では,土地売渡 し証文にみられる取引手段 と借用証文にみ られる
取引手段が明確に異なっているので,次 に借用証文の場合 をみてみよう。ここで借用証文 と
して取 り上げるものは,土 地を質に入れない貸借である。土地を質に入れる質地貸借はすで
にのべたように土地売 り渡 し証文の場合 に合めた。表3は 千葉家文書の借用証文にみられる
取引手段 を種類別 ・年代別に集計 した ものである。
この表 によると,1830年代か ら1850年代 まで しか史料 を得 られないが,1830年代 および
1840年代は主に銀札すなわち藩札が使用されている。金の使用は1840年代に1件 みられた後,
1850年代 に増えている。すなわち,金 の使用は土地売渡 し証文の場合 と同 じ状況を示 してい
るが,借 用証文の場合では銀の使用がみ られず,銀 札の使用のみになっている。このような
土地売渡 し証文 と借用証文の取引手段が異なるのは他の地域ですべてみられるわけではな く,
地域によって違いがあるようである。この原因については,銀 と銀札の何 らかの使い分 けが
あったとも考えることがで きようが,現 在のところ明らかではなく今後の課題である。
6)
次に千葉家文書の安芸郡海田町の南東に隣…接する安芸郡熊野町の海城家文書の場合 をみて
みよう。 この地域は平野部の海田町とは異な り山聞部に位置 している。 この海城家文書 も史
料 はきわめて少な く1720年代から1750年代にかけて18点しか残されていない。 しかし,これ
らの史料からでもこの時期の貨幣使用の状況の一端をみることができる。 この海城家文書の
中の土地売渡 し証文にみ られ る取引手段をこれまで と同様 に集計 したものが表4で ある。
この表によると,1720年代から1750年代 までは米の使用が支配的で,1730年代からは米 と
銀の併用がみ られるようになっている。そして,1740年代か らは銀の単独使用が多 くなって
いる。1730年代の米 と銀の併用は元文3(1738)年のものである。 これは元文元(1736)年
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表4安 芸郡熊野町(件)
米 銀と米 銀
1711～1720
1721～1730 1
1731～1740 3 1
1741～1750 3 2 5
1751～1760 1 1 1
1761～1770
[史料]海城家文書18点(広島県立文書館所蔵)
以後のことであるか ら,元文改鋳によって銀の発行量が増加 したことが影響 しているとみら
れる。すなわち,山 間部のこの地域では銀の普及が遅れていたが元文改鋳により銀が普及 し
たのであろう。
以上,海 城家文書の場合をみたが,こ の地域は比較的城下町広島に近 いにもかかわらず,
山間部のためか銀の普及が十分ではなく米が使用されていた。そして元文改鋳による銀の増
発によって1740年代における貨幣使用の変化が生 じていたことが明 らかになった。
7)
次に,現在の山県郡加計町(旧 安芸国山県郡加計村山根郷)の 山根家文書の場合をみてみ
たい。この地域は広島県の北東の山間部に位置 してお り,近世では広島藩の蔵入地であった。
山根家は下殿河内村の庄屋 をつ とめる家であった。 この山根家文書の中の土地売渡 し証文に
みられる取引手段 をこれ までと同様に整理 したものが表5で ある。
この表 によると,1690年代から1860年代 まで銀の使用が継続 してみられ,1830年代 までは
銀の使用が支配的 ということがで きる。1690年代の銀使用5件 の内4件,1700年代の銀使用
3件すべて,1710年代の銀使用15件のうち5件 は丁銀 と明記 されている。また,享保7(1722)
年の1件 の銀使用,享 保11(1726)年の1件 の銀使用の場合には新銀 とあ り,享保銀 とみら
れる。さらに元文4(1739)年の1件 の銀使用では文銀 とあ り,元文銀 とみ られる。米の使
用は1710年代に1件,1730年代 に3件 み られた後,1850年代に1件,1860年代 に3件使用 さ
れている。銀 と米の併用は1720年代に1件,1750年代 に2件,1770年代に1件 みられ少数で
ある。銀札 は1750年代 に単独使用2件,銀 との併用が1750年代1件,1770年代1件 み られ,
これ も少数である。金は1840年代か ら増加 しており,この時期以後,金の使用が支配的になっ
たといえよう。金 と銀の併用は1840年代1件,1850年代1件 みられる。
以上,山 根家文書の場合をみたが,山 間部にもかかわらず銀が普及 してお り,1830年代 ま
では銀の使用が支配的で,1840年代か ら金の使用が支配的になっていることが明 らかになっ
た。
8)
次に,現在の山県郡千代田町(旧 安芸国山県郡今田村)の 門前家文書の場合をみてみたし㌔
第190巻 第3号
表5山 県郡加計町 (件)
銀 米 銀 と米 銀札 銀と銀札 金 金と銀
1681～1690
1691-17005
1701～1710 3
1711～1720 15 1
1721～1730 10 1
1731～1740 10 3
1741～1750 23
1751～1760 15 2 2 1
1761～1770 9
1771～1780 8 1 1
1781～1790 13
1791～1800 19
1801～1810 8
1811～1820 10
1821～1830 12
1831～1840 17
1841～1850 5 7 1
1851～1860 2 1 12 1
1861～1868 1 3 7
[史料}山根家文書229点(広島大学文学部所蔵)
表6山 県郡千代田町(売 渡証文)(件)
[史料]門前家文書40点(広島県
立文書館所蔵)
ここは広島県北部の山間部に位置 してお り,前出の山県郡加計町の北東に当たる。近世では
広島藩の明知 ・給地が入 り混 じった地域である。門前家文書の土地売渡 し証文は1810年代以
後 しか残 されていないが,山 間部の特徴があらわれているので取 り上げたい。この門前家文
書の中の土地売渡 し証文にみ られる取引手段をこれまで と同様 に整理 したものが表6で ある。
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表7山 県郡千代田町(借用証文)(件)
米 銀札 金
1831～1840
1841-18502 1
1851～1860 3
1861-18682 1
1869～1874 1 1
[史料]門前家文書11点(広島娘立文書館所蔵)
なお,門 前家文書の場合には明治初期 まで集計 した。
この表によれば,1810年代から1840年代 までは米の使用も銀の使用 もみられ,ど ちらが支
配的か判別 しがたいが,1850年代以後 は米の使用の方が銀の使用より圧倒的に多 く,米の使
用が支配的であるということができる。金の使用はみ られない。
この門前家文書では,前 出の千葉家文書 と同様に,土 地売渡 し証文 と借用証文 とで取引手
段に相違がみられる。そこで,次 に借用証文にみられる取引手段をみてみたい。この借用証
文 とは千葉家文書の場合 と同 じに土地 を質に入れない ものである。この借用証文にみ られ る
取引手段を整理 したものが表7で ある。史料が1840年代以後 しか残 されていないが,売 渡 し
証文 とは少々異なる状況であることがわかる。
この表 によれば,1840年代以後,米 の使用が支配的で,1840年代 と1860年代に金の使用が
それぞれ1件 みられるのみであ り,銀の使用はみられない。金の使用2件 はそれぞれ 「正金
子2両 」「正金1両 」とあ り,正金が使用されたことは明白である。明治期 に入って,すなわ
ち1869年以後,米 の使用1件 と銀札の使用が1件 み られ る。 このように借用証文では銀の使
用がみられず,ほ とんどが米の使用である。
以上,門 前家文書の場合 をみてきたが,山 間部のためか銀の使用が少な く,米の使用が支
配的であることが明らかになった。
9)
安芸国の最後 に現在の佐伯郡佐伯町の場合をみてみたい。 この地域は広島県の西部で山口
県 との県境の山間部であるが,山 県郡加計町や山県郡千代田町に比べ海寄 りの地域である。
この佐伯町の土地売渡 し証文にみ られる取引手段をこれまで と同様に集計 したものが表8で
ある。 この場合 も明治初期 まで集計 した。
この表 によると,1680年代から1860年代 まで銀の使用がみられ,1830年代 までは銀の使用
が支配的 ということがで きる。銀札 は1820年代,1850年代,1860年代にそれぞれ1件 みられ
るだけである。金は1840年代に1件 初めて登場 した後,1850年代2件,1860年代6件 と増加
している。1840年代の金使用1件 は 「代銀金子3分2朱 」と記 されてお り,「代銀金子」とい
う表現は,銀 の使用が支配的な時期 に金が使用される場合に多 くみられるものである。 した
第190巻 第3号
表8佐 伯郡佐伯郡 (件)
銀 銀札 金 銀と米 米
1671～1680
1681～1690 1
1691～1700 1
1701～1710 1
1711～1720 3
1721～1730 9
1731～1740 3
1741～1750
1751～1760
1761-17701
1771～1780 2
1781～1790 1
1791～1800 1
1801～1810 1
1811-18208
1821～1830 11 1
1831-184013 1
1841～1850 1
1851～1860 2 1 2 1 2
1861～1868 1 1 6 2
1869～1874 4
[史料]注9)
がって,こ の時期から金の使用が始 まった とみ ることがで きる。米の使用は1830年代に1件
み られた後,1850年代2件,1860年代2件 と幕末にみられるが,さ らに明治期に入ってから
は米の使用が支配的になっている。
このように佐伯町では,1830年代 までは銀の使用が支配的であるが,1840年代以後は米や
金の使用が増加 していることが明らかになった。
以上,安 芸国の貨幣使用をみてきたが,安 芸国では一部の山間部を除 き,おおむね銀の使
用が支配的であることが明らかになった。一部の山間部では,広 島藩以外の他の地域 もそう
であるように,米 の使用が中心であるといえる。また,銀札(藩 札)の 使用はみられるが件
数は少ない。
広島藩では元禄16(1703)年に銀札 を発行することを決め,翌 宝永元(1704)年か ら銀札
と金銀銭 との交換を開始 した。この時は5匁,1匁,5分,3分,2分 の5種類であった。
しか し,宝永4(1707)年,幕府の藩札禁止により,広島藩 も藩札の通用を停止 した。その
後,享 保15(1730>年,幕府によって藩札が解禁されると,広 島藩 も藩札の発行を再開した。
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表9双 三郡三和町(件)
米 銀と米 銀 銀札
1681～1690
1691～1700 1
1701～1710
1711～ユ720 1
1721-17301
1731～1740 3
1741-17505
1751～1760 30
1761～1770 35 1
1771-178026
1781～1790 49 1 2
1791-180033 2 7 2
180ユ～1810 32 3 10
1811～1820 14
1821～1830 7 1 1
1831～1840 4 4
1841-18501
1851-18601 1
1861-18681
[史料]尼子家文書279点(広島県立文書館寄託)
ところが,享 保17(1732)年,享保の大凶作のため他国か ら米を購入せ ざるをえなくなり,
そのために正貨不足 となり,藩札 と正貨 との免換が停滞 した。その結果,藩 札の信用が低下
し,物価は騰貴 した。藩は元文元(1736)年,明和元(1764)年に新藩札を発行 して,藩 札
の信用を回復 し,混乱の収拾につとめた。 しか し,天保12(1841)年,財政難の対策 として
さらに藩札 を増発 したため,正 貨 との党換が困難 となり物価が上昇 した。 この混乱は藩当局
10)
のさまざまな努力にもかかわ らず,最 後 までおさまることはなかった。広島藩の貨幣使用で
藩札の使用が少ないのは,以上のべたように藩札の通用が円滑でなかったことが一つの要因
として指摘することがで きよう。
九州地方や 防長地方にみ られた銭の使用への変化は,安 芸国では確認することができな
かった。 しか し,1740年代における米の使用から銀の使用への変化は,安 芸郡熊野町の海城
家文書の場合でみることができた。
3備 後国における貨幣流通
次に,備後国における貨幣流通についてみてみたい。 まず最初に,現在の広島県双三郡三
11)
和町(旧 備後国世羅郡敷名村)の 尼子家文書の場合をみてみよう。ここは広島県のほぽ中央
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表10甲 奴郡上下町(件)
銀 米 銀札 金
1691～1700
1701～1710 1
1711～1720
1721～1730
し
1731～1740
1741～1750
1751～1760
1761～1770 2 1
1771～1780 4
1781-17903
1791～1800 1
1801～1810 1
1811～1820 4
1821～1830 1
1831～1840 1 1
1841～1850 2 1
1851～1860 3
1861～1868 8
[史料]「上下町史 史料編1』掲載文書34点
部の山間地帯で三次市の南に位置 している。近世は広島藩領で藩の明知 ・給地が入 り混 じっ
ているところである。この尼子家文書の中の土地売渡 し証文にみ られる取引手段 をこれまで
と同様にまとめた ものが表9で ある。
この表によると,1690年代 に1件 の銀 と米の併用がみられるが,1710年代から1860年代ま
では米の使用が継続 し,米の使用が支配的になっている。銀 と米 の併用は1780年代か ら1800
年代 にかけて少数ではあるがみられる。銀の使用は1760年代 に1件登場 した後,1780年代以
後,増 加 している。安芸郡海田町の海城家文書では1740年代 に銀の使用が増加 しているが,
米の使用から銀の使用への変化がこの地域 にもみ られる。ただ,銀 の使用が支配的になるほ
どではない。銀札の使用は1790年代 に2件,1820年代に1件 みられるだけである。 しか し,
この3件 はすべて質地証文である。質地証文すべてが銀札ではないが,3件 の銀札使用がす
べて質地証文であるのは,銀 札の使用に関 して興味深いが今後の課題 としておきたい。
以上,尼 子家文書の場合をみたが,全 体 としては,山 間部によくみられ るように米の使用
が支配的であるが,1780年代に銀の使用が増加 し,九州地方や防長地方にみられる貨幣使用
の変化 と同様の傾向があるということを確認す ることができた。
ユの
次に,現在の広島県甲奴郡上下町の場合をみてみよう。この地域は広島県東部の山間部で
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尾道市や三原市の北に位置 している。近世では,上 下町の史料の所在地は,一 部は幕府領,
一部は中津藩領であった。この上下町に残された土地売渡 し証文の中の取引手段をこれまで
と同様 に集計 したものが表10である。
この表によると,1700年代 に1件 の銀の使用がみられた後,1760年代か ら1850年代 まで継
続 して銀の使用がみられ,こ の時期は銀の使用が支配的であったことがわかる。銀札の使用
は1830年代 と1840年代にそれぞれ1件 ずつみられるだけであ る。1830年代 の銀札は天保7
(1836)年のもので 「広札」すなわち広島藩札であり,1840年代の銀札は弘化4(1847)年
の もので 「福山銀札∫となっている。 したが って,こ の時期には,他の地域 にもみられるよ
うに藩 を越 えて藩札が使用されていることがわかる。銀札の使用が少ないのは,す でにのぺ
たようにこの地域が一部 は幕府領であり,一部が中津藩の飛び地であるということが影響 し
ているであろう。1860年代 になると,すべて金の使用に変化 してお り,銀や銀札の使用はまっ
た くみ られない。この地域は山間部であ りなが ら,米の使用がほとんどみられず,大 部分が
銀の使用で,し かも1860年代 にすべて金の使用に変化するのは,こ の地域に石州路が通 り,
備後の銀山から産出された銀の運搬がおこなわれ,ま た,宿 場 も形成 されていて,商 品流通
が相当発達 していたからであろう。
以上,備 後国の場合をみてきたが,尼 子家文書では山間部によくみ られる米の使用が支配
的な地域であるが,他 の遠隔地にみられるように1780年代 に餌の使用が増加す るという現象
を確認することができた。甲奴郡上下町の場合では,山 間部ではあるが,貨 幣使用は銀や金
が中心で貨幣が普及 した地域であることがわかる。
4お わ り に
以上,本 稿では安芸国,備後国における貨幣使用の状況をみてきた。その結果以下のこと
が明らかになった。
(1)九州地方や防長地方にみられるような銭遣い(銭 匁遣いも含めて)は みられなかった。
(2)九州地方や防長地方など遠隔地にみられるような1720年代,1740年代,1770年代～1780
年代 における貨幣使用の変化 については,安 芸国の安芸郡熊野町の海城家文書や備後国
の双三郡三和町の尼子家文書で,米 から銀への変化 もしくは銀の使用の増加 という現象
がみられた。
③ 一部の山間部を除いて,お おむね銀の使用が支配的であるといえる。 したがって,貨
幣の普及が進展 していて畿内 ・東海 ・関東地方など先進地帯に近い状況 といえる。
(4)広島藩では藩札 を発行 しているが,土 地売渡 し証文の取引手段でみるかぎりでは藩札
(銀札)の 使用は少なかった。
(5)1840年代 もしくは1850年代には金の使用が増加 している。 この状況は九州地方や防長
30 第190巻 第3号
地方と共通 した現象である。
本稿では,安芸国,備後国について貨幣使用の状況 と1720年代,1740年代,1770年代 一1780
年代 における貨幣使用の変化について検討 した。今後は対象地域 を東に移 し,当面は備前国,
備中国,美 作国の場合について調査 ・検討する予定である。
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